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平成 26年（2014）７月

行事日程一覧

事務局便り

備陽史探訪の会の目的

備後を中心とした地域
の歴史を研究し、愛郷
の精神を涵養する。
（会則第１章第２条より）

行事参加の
お申込は

「要申込」のある各行事参加
の申込は以下のいずれかより
お申込ください。
◎公式サイトの参加申込フォーム
　「http : bingo-history.net」
◎事務局へメール
　[info@bingo-history.net]
◎事務局へＦＡＸ
　[084-953-6157]
◎田口会長宅へ電話
　[084-953-6157]

〔備陽史探訪の会事務局〕
〒 720-0824
広島県福山市多治米町5-19-8
TEL&FAX 084-953-6157
E-mail info.bingo-history.net

公式サイト
http://bingo-history.net

７月５日（土）【ぶら探訪 21】（要申込）
　　「営所通りを歩く」

７月 20 日（日）【特別歴史講演会】
　　「尼子氏と備後」

７月 26 日（土）【創立 35 周年記念事業】（要申込）
　　中世石造物調査「神村町２」

８月２日（土）【青春 18 きっぷの旅】（要申込）
　　「姫路城周辺」

８月３日（日）【記念講演会】
　　「備陽史研究『山城志』第２２集発行記念講演会第１回」

８月 31 日（日）【記念講演会】
　　「備陽史研究『山城志』第２２集発行記念講演会第２回」

※【部会】の行事は最終頁に記載しています。

アーカイブ紹介（過去の会報よりおすすめ記事をピックアップ）

◎今回も「びんご歴史クイズ」の景品あります！今回は備後絣の
ミニ敷物。花瓶敷や朝食ランチョンマットにも！備後人なら備
後絣アイテムひとつぐらい持っていたいものですネ。それから
前回の石垣くんＴシャツも１枚のみ放出します。ほんとにこれ
が最後の最後です。ふるってご応募ください。

◎今号にはいよいよ「びんご路写真クイズ１」の答えが載ってま
す。会報 178 号の出題覚えていますか？正解でしたでしょう
か？今後も会報で出題、行事案内で答え、になります。

◇「土器の年代を明らかにする」篠原芳秀（60 号 . 平 6.5.21）
　広島県の出土土器の年代についてのまとめと考察。
◇「検地帳にみる近世農村の実態１」出内博都（60 号 . 平 6.5.21）
　神石郡安田村の検地水帳より農村の実態を読み解く。
◇「承応事件と明王院」小林定市（67 号 . 平 7.10.14）
　明王院について承応事件をからめて、独自の視点で打ち立てた仮説。

真説となる日は来るか？
◇「蔵王はね踊り勇壮愉絶に踊りゆく」柿本光明（68 号 . 平 7.12.9）
　市の無形民俗文化財となった蔵王はね踊り。丁寧な筆致で、はね踊り

の概略とリアルな蔵王はね踊りの様子を描く。
◇「宮盛忠について」木下和司（74 号．平 8.12.7）
　歴史上に２年の足跡しか残していない「宮盛忠」とは何者なのか？

※会報・復刻版の在庫については公式サイトをご確認下さい。会報の在
庫がない場合は、図書館の『備陽史探訪復刻版』を閲覧ください。

2014

行事案内
7月号
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営所通りを歩く
要
申込

かつて陸軍 41 連隊から福山駅へ向って多くの兵隊
さんが出征していきました。その道が「営所通り」と
呼ばれた道です。41 連隊跡から実際に、戦時下史跡
を訪ねながら歩いてみます。

【集　合】　午前9時
　　　　　緑町公園入口付近　※雨天決行
【参加費】　100円（会員）　　300円（一般）
【募集数】　45名
【案　内】　田口　義之　会長
【見学地】
陸軍 41 連隊跡→陸軍衛戍病院跡→萬宝山碑台
石→営所通り→憲兵分隊・連隊区司令部跡→護
国神社・萬宝山石碑
【その他】
※解散は 11 時半頃、護国神社で解散。
※始発点までのバスは、９番のりば 8：20 発曙
循環線「緑町公園前」下車

7月5日（土） ぶら探訪 21

「尼子氏と備後」

【時　間】　午後２時～３時半
【場　所】　県立ふくやま草戸千軒ミュージアム
　　　　　地下講堂
　　　　　　（広島県立歴史博物館・福山市西町）
【参加費】　無料
　　　　　※申込不要。直接会場で受付します。
　　　　　　先着 300 名

7月20日（日） 特別歴史講演会

16 世紀前半の西日本における政治過程と
軍事情勢は、大内氏と尼子氏の抗争を主 
要な対立軸として展開した。その対立軸
の形成と解体に、備後国地域 が重要な役
割を果たしたことについて、尼子氏盛衰
の過程をたどりながら概述する。

講師　長谷川　博史　氏
　　　　（島根大学教授）

ぶ～ら、ぶ～ら　　歩きましょ♪

町中のなにげない一本の道に

も深～い歴史の残滓がありま

した。
公園の片隅の名もない巨石には、重～い
秘話がありました。今まで気にも留め
なかった歴史の断片を昭和という時代を
テーマに拾っていきます。ぶら探訪の原
点ともいえるぶら歩きです。真夏の暑さ
にめげず、行ってみようかぁ～♪

備陽史探訪の会
夏季特別講演会について

備陽史探訪の会は創立１０周年の年から広島県
立歴史博物館で特別歴史講演会を博物館との共
催で開催してまいりました。常に最新の情報を、
ご本人の口から、という趣旨で今まで吉野ヶ里
遺跡の発掘で有名な高島忠平先生をはじめ、広
瀬和雄先生のような考古学の大家、千田嘉博さ
んのような第一線の城郭研究者をお招きしてま
いりました。今回は戦国大名尼子氏の研究で中、
国地方の戦国史に新風を吹き込まれた新進気鋭
の長谷川先生をお招きしました。備後戦国史の
研究にとって尼子氏と備後の関係は大変重要で
す。備後戦国史に関心のある方、広く歴史に関

心のある方、是非ご参加ください。

長 谷 川 教 授 は 現
在、 尼子氏 ・ 毛利氏などを素材

とした戦国大名の歴史的特質に関す
る研究をされておる。  備後にも深くか
かわりのある尼子氏。 どんな話が

聞けるか楽しみじゃのお。
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中世石造物調査
7月26日（土） 創立35周年記念事業

今年度の第８回目は、神村町を調査します。
事前の神村町における所在確認や調査カード作成を
お願いします。

【集　合】　午後１時30分
　　　　　神村公民館駐車場
　　　　　　（神村町3257番地）
　　　　　　

【その他】
※雨天の場合は中止し、後日実施。実施可能か

どうか、微妙な天気の際は、田口会長宅へ電
話での確認をお願いします。

※なお、８月 30 日（土）は鞆町沼名前神社以
北の調査を行いたいと思っています。集合場
所は、ハスセンター。

神村公民館

「神村農協東」交差点
ココから入る

旧国道
２号線

神村小学校

神村郵便局

びんご路写真クイズ１答え

石造物調査は創立 35

周年に向けた探訪の会挙

げての記念事業です。全

会員様にご協力をお願い

したいと思いますので、

なるべく多くのご参加お

待ちしております。

要
申込

①「人柱お糸之像」福山市駅家町法成寺
　 寛 永 20 年（1643） 福
山藩主水野勝成が服部大池
築造に着手しますが、思わ
ぬ難工事となりました。そ
のため、当時の習しとして
水神さまに「人柱」を捧げ
て土手の安全を祈願するこ
とになりました。
　選ばれたのは、当時 16
歳のお糸という娘でした。
お糸の許嫁は毎晩のように
服部大池の堤に来て、お糸
の名を呼び続けていました
が、 自ら池に身を投げてし
まいます。お糸と若者を哀

れんだ村人たちが、霊を慰めるため、池のほとりに松と
マキの木を植えて霊を慰めたといいます。

②「沼名前神社石灯籠」福山市鞆町
　沼名前神社社殿前に一対あ
ります。
　慶安４年（1651）水野勝
貞が祖父勝成重病と聞き、病
気平癒を祈願して奉納したも
のと言われています。市重
文。六角の台座の上に直径
47.4cm の竿石を建て、中台・
火袋・笠石・宝珠を置く大形
で荘重な造りです。近世初頭
の社前献灯としては、形式・
手法ともに典型的で貴重な石
造物です。
　他にも沼名前神社には、寛
永２年（1625）に勝重が鳥
居寄進、寛永 10 年（1634）
勝貞の母清春院が神輿三体寄
進、慶安元年（1648）には勝成が神殿再建、承応２年

（1653）勝俊夫人が本殿を修造するなど、水野家との関
わりは深いです。
　慶安元年に勝成が造営した本殿は、江戸、明治、大正、
昭和を通して修理を施し伝承されてきましたが、昭和 50
年、火事により焼失しました。誠に残念なことです。

バス例会のキャンセルについて
３日前のキャンセルはキャンセル料は不要ですが、３
日から２日前のキャンセルは参加費の半額、当日のキャ
ンセルは参加費の全額を申し受けます。
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福山から見る
姫路城と城下町

要
申込

黒田官兵衛生誕の地と言われる姫路城。今回は官兵
衛時代の中世城郭から近世の大城郭へと発展した姫
路城と、最新鋭の築城である福山城を対比しながら、
通常の観光では味わうことのできない姫路城の魅力
をご紹介したいと思います。

【集　合】　午前6時30分
　　　　　ＪＲ福山駅改札口前　※雨天決行
【参加費】　3,600円（会員）

3,900円（一般）
【募集数】　30名
【講　師】　田中　伸治（近世近代史部会評議員）
【申込方法】
※申込者には振込用紙をお送りします。振込用
紙で参加費を振り込んで頂いた時点で受付完
了となります。

※参加費は事務局へ直接手渡ししてくださって
も構いません。その時点で受付完了となりま
す。

※前々日までのキャンセルは全額返金致します。
【その他】
※弁当・飲み物持参。
※歩きやすい服装でご参加ください。
※福山駅には午後７時２４分に帰着予定です。

8月2日（土） 青春 18きっぷ

まだまだ続くよ軍師官兵衛！

現在、大天守保存修理工事のため、天守
群（大天守・乾小天守・備前丸など）の
見学はできません。しかし、「白すぎる
白鷺城」と今テレビで騒がれている大天
守を目近に見てみませんか？そして「軍
師官兵衛」人気に湧く今年ならではの姫
路城！何より！永年福山城を研究してき
た田中氏による福山城との比較解説は、
他では決して聞けません。福山人だから
こそわかる姫路城の真の魅力を識る旅へ
どうぞ！

申込受け付けは参加費を
振り込んだ時点で完了となりま
す。他の申込方法とは異なりま
すので、ご注意ください。

びんご歴史クイズ
クイズに答えて備後絣をもらおう！
答えが分かった方は、事務局のメールアドレス（info@bingo-history.net）
まで、「7 月行事案内クイズ」の件名でメールをお送りください。または、
田口会長宅まで FAX（084-953-6157）で。お名前と【５つの答え】をお忘
れなく！応募〆切は、2014 年 7 月 10 日（木） です。クイズに全問正解し
た方の中から厳正な抽選の上、３名様に「備後絣敷物」を、１名様に「石
垣くんＴシャツ」を進呈！当選者と答えは次号会報にて

全問正解で備後絣の

ミニ敷物もらえるよ！

備後絣の敷物（約 32cm × 32cm）です。経年保
存されていたため、少し折り目がついてますが、
使用には差し支えありません。芦田町の備後絣織
元で作られた正真正銘の備後絣民芸品です。
※前回賞品の石垣くんＴシャツ、男性用Ｍ寸グレー
が１着出てきました。ご希望の方はＴシャツ希望
と書いてください。

参加費前納
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①　福山市内で最大の前方後円墳は次の内どれでしょう？
　イ）　潮崎山古墳　　ロ）　二子塚古墳　　ハ）　足長古墳　　ニ）　イコーカ山古墳

②　次の人物の内、最初の備後守護と言われるのは誰でしょう？
　イ）　長井貞頼　　　ロ）　宮兼信　　　ハ）　山名宗全　　　ニ）　土肥実平

③　備後３大大池でないのはどの池でしょう？
　イ）　春日池　　ロ）瀬戸池　　ハ）　富谷池　　ニ）服部大池

④　ぶら探訪21「栄所通りを歩く」で見学しないのは？
　イ）連隊区司令部門柱　　ロ）　営所通り　　
　ハ）福山海軍航空隊跡　　ニ）　歩兵第41連隊跡碑

⑤　備陽史探訪の会機関誌『山城志』第１集は1982年 12月 11日発行でした。
　　このたび発刊の『備陽史研究　山城志』第22集は、創刊何年目でしょうか？
　　答え（　　　年目）

びんご歴史クイズ6

備陽史研究『山城志』第２２集
発行記念講演会第１回
【時　間】　午後1時半～4時
【場　所】　ふくやま市民交流館　大集会室　　　
　　　　　（丸之内 1 丁目 9-5・旧 青年の家）
【参加費】　無料
　　　　　※申込不要。直接会場で受付します。

【内　容】
１、「近世初頭の大名権力と在地領主―水野勝成

の土豪対策―」　田口義之
２、「吉備の首長墓の系譜を探る―「前方後円墳

の二系列と王権構造」を読む―」　網本善光
３、「芸州広島・浅野藩の祖浅野長政　坂本・大

津での軌跡」　末森清司

８月３日（日） 記念講演会

備陽史研究『山城志』第２２集
発行記念講演会第２回
【時　間】　午後1時半～4時半
【場　所】　広島県立歴史博物館　地下講堂
　　　　　（福山市西町 2-4-1）
【参加費】　無料
　　　　　※申込不要。直接会場で受付します。

【内　容】
１、「享禄四年毛利元就・尼子詮久兄弟契約の背

景と意義」　住本雄司
２、「杉原下総守家と四番衆杉原氏について―杉

原信平系の惣領家に関する考察―」木下和司
３、「大町山城主井上氏の系譜と井上家古文書よ

りみた古志清左衛門の没年」　矢田貞美
４、「癒しの杜　父木野の清瀧神社」　杉原道彦

８月31日（日） 記念講演会

備陽史研究『山城志』第２２集の発行を記念し、同誌に掲載された論考・研究ノートにつ
いて執筆者の方に研究内容を概説していただきます。今回は素晴らしい研究が多く集まりまし
たので、2 回に分けて開催！講演時間はひとり 40 分ですので、興味とご都合にあわせてお気

軽にご参加ください。暑い夏は涼しい部屋で熱い研究発表をお楽しみください。
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行事参加の
お申込は

各行事参加の申込は以下のいず
れかよりお申込ください。
◎公式サイトの参加申込フォーム
　「http : bingo-history.net」
◎事務局へメール
　[info@bingo-history.net]
◎事務局へＦＡＸ
　[084-953-6157]
◎田口会長宅へ電話
　[084-953-6157]

古代史部会

古文書講座 「初めての古文書」
◆7月25日（金）（第4金曜日）午後7時～　
◆場所　福山市民参画センター

【内容】「宝永八年沼隈郡神嶋村萬差出帳」を読む

要
申込

初回のみ

中世を読む
◆７月 19 日（第３土）
　午後２時～
◆福山市民参画センター
◆講師　坂本敏夫（部会長）

【内容】
『備後古城記壇上本』より

上御領の「大東宇山城跡」測
量調査に関係して、「下御領・
上御領」を中心に
備後古城記の記載について勉
強します。
※８月の「中世を読む」は、
お盆と重なりますので中止
します。９月からは従来通
り開催。詳細は８月の会報
にて。

近世福山を読む
◆７月 12 日（第２土）
　午後２時～
◆福山市民参画センター
◆講師　高木康彦（部会長）

【内容】
福山城建造物の第四回目を学習
します。
・阿部期もまだ半ばに至らない
安永三年（1774）、福山城は草
木は生い茂り、井戸も荒れ放題
で、城内を歩くのもままならな
い驚くべき状態だったことを国
家老内藤氏の告白文からご紹介
します。

※先月（第 16 回）の資料を
ご持参ください。

中世史部会 近世・近代史部会

会報179 号原稿募集！
8月発行の会報179号の原稿を募集しています。備後郷土史に関
するものは何でも差支えなし。論文・論考・資料提供・絵・写真・俳句・
随筆・昔語り・質問などなど。他、例会報告など会員の皆様の投稿
をお待ちしております。7月16日（水）までに事務局へ。

古墳講座
◆７月 26 日（第 4 土）
　午後７時～
◆福山市民参画センター

古事記を読む
◆７月 12 日（第２土）
　午前 10 時～
◆福山市民参画センター

ほとんどの人
が初心者だよ。
とってもゆっ
くり進むよ。
みんなで頑張
ろうね。


